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横浜深谷台小学校エリアの広報紙 
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深谷台地域運営協議会を振り返ってみる 
これまで、地域のニーズや住民の考えを把握するために大小あわせて４回の住民アンケート調査

を実施した。その結果を受けて、子ども達の学習支援（アフタースクール、楽習ルーム）、高齢者の見

守りと「ボランティアバンク・えん」の設置。災害時や非常時に役立つ安心カードや本人情報シートの

作成配布。県ハイツでは福祉団体と防災関係が連絡会を開催して、大地震の備えについて高齢者

に聞き取りを行い、転倒防止の設置等を手伝った。また地震だけでなく、火災や大型台風の時の対

応の必要性と役割分担を確認した。 

年
戸
塚
区
役
所
の
尽
力
で
、
3

自
治
会
ご
と
の
詳
細
な
人
口
デ
ー
タ

が
得
ら
れ
、
高
齢
化
率

％
は
衝
撃

的
だ
っ
た
。
住
民
に
も
超
高
齢
化
す

る
地
域
と
い
う
自
覚
が
広
が
り
、
活

動
団
体
で
も
近
い
将
来
に
む
け
た
真

剣
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。 

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が

止
ま
り
が
ち
な
中
、
前
向
き
に
講
演

会
を
聞
い
て
「 

出
来
る
こ
と
探
し
」

を
行
な
っ
た
。
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
困
り
ご
と
や
不
安
、
工
夫

し
て
い
る
暮
ら
し
方
や
「 

情
報
が
ほ

し
い
」
「 

集
ま
る
場
所
が
必
要
」
な

ど
コ
ロ
ナ
禍
で
分
か
っ
た
こ
と
等
、
多

く
の
声
が
集
ま
っ
た
。 

 

今
年
度
は
新
規
事
業
と
し
て
「 

多

様
な
つ
な
が
り
を
可
能
に
す
る
た
め

の
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
」が
あ
り
、
ラ
イ 

ン
の
講
習
を
終
え
、
ラ
イ
ン
に
よ
る
見

守
り
を
試
行
中
で
、
参
加
者
も
増
え

て
い
る
。
さ
ら
に
1
月
か
ら
ズ
ー
ム

の
ホ
ス
ト
に
な
る
た
め
の
講
習
も
実

施
さ
れ
る
。 

エ
ー
ザ
イ
と
の
「 

ヘ
ル
ス
ケ
ア 

リ
ビ
ン
グ

ラ
ボ
」は
4
年
前
か
ら
始
ま
り
、
核
心
に
近

づ
い
て
き
た
と
思
わ
れ
た
頃
、
コ
ロ
ナ
禍
に
巻

き
込
ま
れ
、
休
止
し
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て

検
討
す
る
予
定
だ
。 

「 

多
世
代
交
流
拠
点
検
討
会
」
は
4
年
を

経
過
し
新
た
な
局
面
を
迎
え
、
活
発
に
動
い

て
い
る
。
そ
の
経
過
を
エ
リ
マ
ネ
ニ
ュ
ー
ス
78
号

４
P
に
報
告
し
た
。
夢
み
ん
が
運
営
主
体
を

引
き
受
け
、
新
た
な
事
業
と
し
て
取
り
組
む

に
至
っ
た
経
緯
が
「 

夢
み
ん
だ
よ
り
2
月

号
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
合
わ
せ
て
お
読
み

く
だ
さ
い
。 

深谷台地域運営協議会の構成メンバー：市ドリームハイツ自治会、県ドリームハイツ自治会、アークプ

ラザ戸塚自治会、横浜深谷台小学校、同 PTA、深谷俣野地域ケアプラザ、民生児童委員、NPO 法人

いこいの家夢みん、NPO 法人ドリームの丘、NPO 法人ふれあいドリーム、NPO 法人ふらっとステー

ション・ドリーム、ドリームハイツ地域のつどい、地域と子どもネットワーク会議、俣野公園プレイパーク、

戸塚区役所（オブザーバー）                                      2021.12.31             

 

     2007年に横浜市のモデルとして 

ドリームハイツ地域運営協議会が発足し、 

2011 年に地域を深谷台小学校エリア（当時）に

広げ、新たな団体も加わり、現在の名称になりま

した（下記）。自治会、学校、NPO、任意団体が

同じテーブルについて、情報交換を行うと同時に

一団体では解決できない地域課題を、ネット 

ワークの力で解決していくために 

生まれました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

ドリームハイツ一帯は一面の麦畑だった 

 

勤
す
る
人
が
増
え
た
た
め
、

戸
塚
駅
や
大
船
駅
と
の
つ
な

が
り
が
強
ま
り
、
今
に
至
り

ま
す
。
通
常
、
郊
外
化
や
都

市
化
は
、
団
地
や
住
宅
地
、

商
業
施
設
が
集
積
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
が
、
新
し
い
文
化

や
価
値
観
な
ど
が
は
い
り
込

み
、
取
り
入
れ
ら
れ
、
全
く

反
対
の
生
活
圏
へ
と
組
み
込

ま
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
ソ
フ

ト
面
で
の
大
転
換
を
体
験
し

た
こ
と
自
体
が
、
私
に
と
っ
て

の
郊
外
化
、
都
市
化
そ
の
も

の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
、
横
浜
市
戸
塚
区
俣

野
町
に
生
ま
れ
、
育
ち
、
今

で
も
そ
こ
に
暮
ら
す
。
す
ぐ

近
く
を
境
川
が
流
れ
、
川
向

う
は
藤
沢
市
西
俣
野
、
南
部

は
東
俣
野
町
、
北
東
部
は
深

谷
町
、
東
部
は
原
宿
・小
雀

町
に
接
す
る
。
町
内
は
県
道

菖
蒲
沢
戸
塚
線
が
横
断
し
、

周
辺
で
は
国
道
一
号
、
か
ま

く
ら
み
ち
、
環
状
4
号
線

な
ど
広
域
幹
線
道
路
網
と
つ

な
が
る
。 

俣
野
町
は
も
と
上
俣
野

村
（そ
の
後
大
正
村
に
併
合
）

で
、
歴
史
的
、
地
勢
的
に
は
、

相
模
国
の
鎌
倉
文
化
圏
（旧

鎌
倉
郡
で
今
の
戸
塚
区
・
泉

区
・瀬
谷
区
・栄
区
）の
一
角

を
占
め
て
い
た
が
、
そ
れ
ら

と
の
結
び
つ
き
は
強
く
は
な

く
、
む
し
ろ
藤
沢
・遊
行
寺

文
化
圏
に
包
含
さ
れ
て
い
た

と
言
え
る
。
盆
暮
れ
に
は
、  

 
 

家
族
あ
げ
て
藤
沢
や
平
塚
に

買
い
物
に
行
き
映
画
を
見
に

行
っ
た
も
の
で
し
た
。
米
の
収

穫
後
は
遊
行 

寺
開
山
忌
で 

の
市
や
見
世 

物
小
屋
な
ど 

で
「 

ろ
く
ろ
っ
く
び
」な
ど

を
観
た
体
験
は
今
で
も
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
の
子
ど
も
時
代
の
ド
リ

ー
ム
ハ
イ
ツ
団
地
一
帯
は
、
一

面
麦
畑
が
広
が
る
台
地
上
の

平
坦
地
で
あ
り
、
そ
の
下
の

谷
戸
で
暮
ら
す
私
た
ち
子
ど

も
は
、
麦
畑
の
麦
踏
を
手
伝

い
に
よ
く
行
か
さ
れ
た
も
の

で
す
。
福
泉
寺
横
の
坂
道
を

上
り
、
「 

ハ
ラ
（原
）」に
麦
踏

に
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
子
ど
も 

は
麦
踏
に
は
す
ぐ 

飽
き
て
、
茶
色
の 

野
ウ
サ
ギ
を
愛
犬 

 

と
一
緒
に
追
い
か
け
る
の
が 

楽
し
み
で
し
た
。
旧
エ
ン
パ
イ

ア
ホ
テ
ル
の
と
こ
ろ
に
畑
が

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
脇
の
雑
木

林
の
木
に
登
っ
て
、
境
川
沿
い

に
江
の
島
を
眺
め
る
の
も
楽

し
み
の
一
つ
で
し
た
。 

     

私
が
15
歳
の
昭
和
38
年

に
は
高
田
工
業
（い
す
ゞ
自
動

車
の
下
請
け
）が
操
業
開
始
、

翌
39
年
に
は
横
浜
ド
リ
ー
ム

ラ
ン
ド
が
開
園
、
昭
和
44
年

か
ら
は
Ｕ
Ｒ
大
正
団
地
、
県

営
の
原
宿
団
地
・
深
谷
共
同

住
宅
が
で
き
、
同
47
ー
49
年

に
か
け
て
ド
リ
ー
ム
ハ
イ
ツ
団

地
の
入
居
が
始
ま
り
、
郊
外

化
は
一
気
に
加
速
し
、
東
京

都
心
や
京
浜
工
業
地
帯
に
通 

内海 宏  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

大
学
に
入
学
し
て
す
ぐ
読
ま
さ
れ
た
の

が
、
こ
の
小
説
の
英
語
版
で
し
た
。
今
手
に

し
て
い
る
の
は
そ
の
時
の
も
の
で
、
一
一
七

頁
、
一
八
〇
円
、
二
三
版
。 

英
国
の
農
場
で
、
動
物
達
が
自
分
達
を

酷
使
し
搾
取
す
る
人
間
を
敵
と
し
て
叛
乱

の
決
起
大
会
を
開
催
し
「 
全
て
の
動
物
は

平
等
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
ま
す
。 

若
い
二
匹
の
豚
を
中
心
と
し
て
人
間
を

追
放
し
て
い
き
ま
す
。
農
園
の
運
営
は
順

調
に
進
ん
で
い
く
の
で
す
が
、
豚
達
の
勢

力
が
強
く
な
り
次
第
に
専
制
的
に
な
り
ま

す
。
小
さ
な
内
紛
等
を
経
て
、
リ
ー
ダ
ー

格
の
豚
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
独
裁
者
と
な
り

豚
と
犬
以
外
は
空
腹
で
苦
し
い
生
活
を
強

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
君
臨
す
る

豚
と
人
間
の
区
別
が
付
か
な
く
な
っ
て
話

は
終
わ
り
ま
す
。 

今
の
政
治
情
勢
を
見
て
い
て
、
多
く
の

点
で
類
似
が
見
出
さ
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

70
代 

高
橋
由
夫 

 

私
は
、
昨
年
の
6
月
9
日
、
娘
に
本
を
頼
み

ま
し
た
。
昭
和
21
年
の
夏
か
ら
23
年
ま
で
童

話
雑
誌
「 

赤
と
ん
ぼ
」
に
連
載
さ
れ
た
も
の
で

す
。
鎮
魂
の
こ
と
ば
で
し
た
。
私
の
女
学
校
時

代
が
ぴ
っ
た
り
と
吸
い
込
ま
れ
て
い
き
ま
し

た
。
今
の
新
制
中
学
校
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

赤
紙
が
き
た
姉
の
夫
は
、
伊
豆
大
島
の
測
候
所

か
ら
南
方
の
島
へ
送
ら
れ
た
は
ず
で
す
。
姉
は

長
女
・
次
女
・
お
腹
に
居
た
長
男
を
産
み
東
京

大
空
襲
を
す
り
抜
け
て
、
弘
前
へ
4
人
で
帰
っ

て
来
ま
し
た
。
そ
の
長
男
が
今
77
歳
で
す
。
私

が
女
学
校
1
年
生
の
12
月
8
日
以
後
は
、
音

楽
の
時
間
に
野
中
の
バ
ラ
、
埴
生
の
宿
、
庭
の

千
草
等
を
歌
う
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま
し

た
。
学
校
は
縫
製
工
場
に
な
り
、
左
の
人
差
し

指
の
爪
に
ミ
シ
ン
の
針
を
刺
す
人
が
沢
山
い
ま

し
た
。
け
れ
ど
み
ん
な
一
生
懸
命
に
や
り
ま
し

た
。
若
い
命
は
海
に
山
に
散
り
ま
し
た
。
南
の

海
に
さ
ら
さ
れ
た
屍
、
山
積
み
に
さ
れ
た
屍
、

そ
れ
ら
の
白
骨
を
自
分
で
拾
っ
て
弔
う
。
穏
や

か
な
ビ
ル
マ
の
地
に
育
っ
た
巨
大
な
竹
か
ら
手

造
り
さ
れ
た
竪
琴
は
、
今
日
も
鎮
魂
の
響
き
を

か
な
で
て
い
ま
す
。  

 
 

 

93
歳 

佐
藤
和
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『動物農園』 

南雲堂    1945年作 

  ジョージ オーウェル 

 

『 

ビ
ル
マ
の
竪
琴
』 

竹
山
道
雄 

今 考えると・・・・   昭和の電話 
～ご近所さんと親子電話～ 

子どもの頃（昭和 40年代）、初めての家の電話がご近所さんと親子電話でした。 

ご近所さんはよく知っているお宅。相手の家が使っていると、当然我が家は使えませ
ん。電話が終わるのを待ち、かけます。のんびりしていました。 

不思議に、不便だなと思ったことはありませんでした。現代のスマホのように「いつで
も、どこでも」電話できなくても平気でした。 

 

「電話の債券ってどうなったんでしょう？」〔60代〕 

 

「                    」〔70代〕 

 「村の有線電話。おとなたちは大喜びだったが、子ども 

たちは、めったなことでは使わせてもらえなかった」〔70代〕 

 

「長電話すると、よく父に怒られた。」〔60代〕 

 

初めての電話、ドキドキしたわ        

3 

「緊急の時しか使わなかったわ」〔70代〕 

 



ヘアーサロン 

 さんけい 

 

〈定休日〉 
毎週月曜、 

第１、第３火曜日 

 環状 4号線，下和泉信号そば 

 
女性、男性の 
カット、顔そり 

パーマ、カラーなどなど 

 
お気軽にお電話ください（予約優先） 

 
TEL045-801-8676  

 

Ｐ有り 

 

                                        

  

 

 

 

   

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

あとがき 

4 

・丸亀製麺うら 

泉区下和泉 2-2-15 

早く遊びたいな 

谷中公園 俣野公園 

児童用複合遊具 完成イメージ 

幼児用複合遊具 完成イメージ 

「新しく水飲み場もできますよ‼」 

工事期間 令和 3年 11月下旬～令和 4年 2月 28日(予定) 

買い物に行くとちゅう、谷中公園の 

前を通りかかるとこんな看板が 

立っていました。公園は盛土 

されて、新しい遊具も子ど 

もたちを待っているよ 

うでした。 

 

公園の施設改良工事をおこなっています。 

令和４年１月３１日まで ８：００～１７：００ 

１月の第２土曜日はあったかだった。俣野公園

プレイパークでは、１１時にどんど焼きに火がつ

けられた。子どもたちが見守る中、火はどんど

ん燃えていく。用意した１００個以上のマシュマ

ロが、子どもたちの口の中に消えた。フリースペ

ース・ぽぽらでは持参したさつまいもを火の中に

入れた。今年は焼け具合がよくて焦げたのもあ

った。コロナ禍でもイベントができてよかったとい

う感想が多かったという。（M） 

 


